
博士論文発信支援パッケージ開発プロジェクト 
平成22 ～24年度 

目的：いかに登録するか、いかに増やすか 

・登録のしやすさ(本人 / 業務者) 

・利用促進/認知度の向上で、登録促進につなぐ 

・コンテンツの充実のための遡及的登録 

(決定的な解決は無かった) 

 

状況の変化 

登録は基本的にされるものになった 

今の話題は初めての対応や効率化の問題に 

 

活用できることもありますので参考にしてください 



博士論文発信支援パッケージ開発プロジェクト 

１.大学内の運用整備 

平成22 ～24年度 

・許諾書等運用資料 

・運用方法の説明 

・部局取りまとめと広報 

・データ収集方法２種 
  登録インターフェース 
  部局取りまとめ 
 



博士論文特有事項の検索 
 

検索結果のファイル出力 

(CSV、Refworks) 

ソート表示機能 

インストールマニュアル 

Win/Linux対応 

２．学位論文検索インターフェースの開発・パッケージ化 



３.学位論文登録インターフェースの開発・パッケージ化 

登録確認メール送信機能 
入力しやすさ 
(選択式、入力項目の明確化) 
メタデータ作成の省力化 
インストールマニュアル 
 Linux,Win対応 
 



◆詳しい内容、パッケージは以下のURLで公開しています。 

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ut-repository/ 

 

・雛形として利用できる仕様書 
 冊子体の電子化及びOCR処理による透明化テキスト 

 の付与(遡及的な冊子からの電子化)を想定 
・作業レポート 
 許諾確認連絡等のノウハウ 

４.電子化仕様書 
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